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の
ぞ
い
て
み
よ
う
　
消
防
署

～
じ
ょ
う
づ
る
さ
ん
と
秘
密
探
検
～

水戸市

北茨城市

大子町

常陸太田市常陸大宮市

城里町
那珂市

高萩市

日立市

東海村

ひたちなか市

里美出張所

消防本部・
南消防署

北消防署
金砂出張所

子
ど
も
た
ち
が
将
来
な
り
た
い
職
業
の
消
防
士
さ
ん
。
普
段
の

仕
事
の
様
子
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

こんなに広いエリアを守っている

総
務
課

南
消
防
署

消
防
課

市
消
防
本
部

北
消
防
署

金
砂
出
張
所

里
美
出
張
所

市
消
防
本
部
の
組
織
は
？

消
防
署
は
南
署
と
北
署
の
2
つ
が
あ
っ
て
、
さ
ら
に
北
署
に
は
里

美
、金
砂
出
張
所
が
あ
り
、市
内
３
７
１
・
99
ｋ
㎡
（
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
の
約
８
０
０
倍
）と
い
う
大
き
な
面
積
を
守
っ
て
い
ま
す（
詳

し
く
は
左
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
）。

消
防
署
に
は
、
消
防
係
、
救
急
係
な
ど
の
係
が
あ
り
、
仕
事
は
24

時
間
勤
務
で
、丸
1
日
勤
務
し
て
か
ら
引
き
継
ぎ
、交
替
し
て
い
ま
す
。仕事の時間割

夜間受付

勤務交替

いばらき消防指令センターと
のやり取りや、病院に受診したい
人の電話相談を受けています。

夜間受付
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119 番通報～出動
平成 28 年 6 月 1 日から 119 番通報は、水

戸市にある「いばらき消防指令センター」で受
け付けています。指令センターは県内 33市町
からの 119 番通報を受け付けています。

119 番の受付

出動の連絡
指令センターで常陸太田市からの 119 番通報を受け付けると、
消防署に放送とモニター画面で出動の連絡が入ります。

あっという間に着
替えを終え、装備品
を装着します。

機関員（消防
車を運転する人）
は、出動場所や
道順、現場近く
の防火水槽など
を確認します。

出動準備 指令書の確認

①

②

こうやって連絡が
来るんだね

着
替
え
が

早
す
ぎ
！

③ ④

ちなみに・・・
すぐに出動できるよ
うに、防火服とブー
ツが普段からきれい
にまとめられていま
す。

出動 ⑤
早く安全に出動です

かけつけ通報装置
北消防署・各出張
所 に あ り、119 番
直通です。

119 番通報のお願い
119 番通報する時は、必ず『常陸太田市』
から正確な住所を伝えてね。
例「常陸太田市金井町○〇番地で火事です」

こうやって連絡が
来るんだね
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救助隊を紹介
隊員は人命救助のために、数多くの装備品を使いこなすプロフェッショナル。救助工作車の中身や訓練につい
て教えてもらいましょう。

運転席の真ん中に
モニターがあって、
出動現場へ誘導。も
ちろん無線装置もあ
り、消防署や救急車、
隊員などと連絡を取
り合います。

後部座席に
も装備品が所
狭しと収納さ
れ て い ま す。
結構狭く感じ
ます。

主な装備品 今回は、装備品の中のほん
の一部をご紹介

モニター

救助工作車の横のパネルを開けると空気ボンベな
どの装備品がわかりやすく並べられています。

マット式エアジャッキ
車などに下敷きになっ
た人を救助するのに使う
エアジャッキです。何枚
か重ねて使うこともでき、
電車も持ち上げられるほ
どの力があります。

スプレッダー㊧カッター㊨
スプレッダーは、交通事故

で車のドアが開かなくなった
ときなどに、すき間をあけた
りするのに使います。もちろ
ん、はさんで使うこともでき
ます。カッターは車のドアを
切断したりするのに使います。

エンジンカッター
カッターディスクを回転さ
せてコンクリートや鉄を切り
ます。すごい火花が飛びます。

スプレッダー
は 15kg もあ
るんだって

いっぱいある
んだね～

訓練の様子
確実に人命救助するためには、日ごろの
訓練が欠かせません。消防署には訓練施設
があり、訓練をしています

はしご訓練
はしごをかけて、
外から救助に入る訓
練です。助けられる
人はもとより、隊員
の安全のためにも声
かけ安全確認が大切
です。

ロープ救出訓練
ロープを渡り
人を助ける訓練
です。

じょうづるさんもト

レーニングに挑戦し

ましたが、持ち上が

りませんでした・・・

救助工作車

トレーニングルーム
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市民の皆様の安全、安心な生活を守る
ために、職員一同全力で頑張ります！ !

煙体験ハウス
火災現場での視界

の悪さを体験します。

運転席に乗
せてもらい
ました。

いざという時のために
啓発活動
火災や事故が起きたらまずは身の安全の確保が大事です。消防署員が各地に出向き、消火器の正しい使い方や火
災の煙体験、応急手当の方法などについて啓発をしています。消防署に申し込みすれば講座を受けることもできます。

初期消火訓練
模擬消火器を使っ

て訓練します。

応急手当
心肺蘇生法などを体験
します。

消防用設備等取扱店やホームセンター、電器店な

どで販売しています。住宅用火災警報器には、国の

定める技術上の規格があり、その規格に適合する製

品には合格の表示（検定マーク）があります。

住宅用火災警報器設置
住宅火災では就寝中に火災に遭遇することで逃げ遅れ、犠牲者が発生するケースがあります。逃げ遅れによる住
宅火災の死者数は、建物火災全体の約 6割を占めています。命を守るためにも住宅用火災警報器を設置しましょう。
※�すべての住宅に住宅用火災警報器等の設置が義務付けられています。

①対応する力

②火災の早期発見

おまけ

住宅用火災警報器

女性消防団員の皆さん
幼稚園・保育園を始めとして街頭キャ

ンペーンなど各地で体験指導をしてい
ます。

私たちも頑張ってます！

検定マーク

台所廊下 居室

寝室 居室 階段

① 主寝室・子供部屋・日中を居間として使用していて就寝時

に布団を敷いて寝る部屋   

②就寝に使用する部屋がある階の階段の踊り場

③ 寝室等がない階で、その階に床面積 7 平方メートル（約 4

畳半）以上の居室が 5 室以上ある階の廊下など

廊下 リビング
ダイビング

居室玄関
書斎

居室 居室
ト
イ
レ
浴室

廊下
①

③
②

設置する場所
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秋
田
市
民
を
代
表
し
、
常
陸

太
田
市
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新

年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
姉
妹
都
市
提
携
40

周
年
、
そ
し
て
仙
北
市
と
の
三

市
連
携
10
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
秋
、
常
陸
太
田
市
で
開

催
予
定
の
記
念
式
典
等
に
お
き

ま
し
て
は
、
秋
田
の
夏
の
風
物

常
陸
太
田
市
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や

か
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、

う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
、
う
し
く
Ｗ
ａ

ｉ
ワ
イ
祭
り
な
ど
各
種
行
事
へ
多
く

の
皆
様
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
特
に
か
っ
ぱ
踊
り
パ
レ
ー
ド
で

は
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊
り
で
、
会

常
陸
太
田
市
の
皆
様
、
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
、
姉
妹
都
市
の
提
携

か
ら
一
周
年
を
迎
え
約
40
人
の

市
民
交
流
団
の
皆
様
に
二
孝
女

の
古
里
う
す
き
を
来
訪
し
て
頂

き
、
本
市
最
大
の
祭
で
あ
り
ま
す

「
う
す
き
竹
宵
」
の
散
策
と
国
宝

臼
杵
石
仏
や
二
孝
女
関
連
史
跡

を
巡
る
と
と
も
に
、
市
民
間
交
流

新年のメッセージ

姉妹都市

常陸太田市長

��大久保�太一

大分県 臼杵市長
　中野�五郎�氏

秋田県 仙北市長
　門脇�光浩�氏

秋田県 秋田市長
　穂積　志�氏

茨城県 牛久市長

　根本�洋治�氏

姉妹都市

有縁友好交流都市 姉妹都市

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
よ
り
市
政
運
営
に
対
し
、
多
大
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
第
５
次
総
合
計
画
に

描
く
将
来
像
「
快
適
空
間
」
を
目
指
し
、
市
民
協

働
と
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
を
柱
と
し
な
が
ら
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
対
策
を
重
点
課
題
と
い
た
し
ま
し
て
、
子
育

て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
、
転
出
者
よ
り
転
入

者
が
多
い
月
も
出
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

本
年
4
月
か
ら
は
、
10
年
後
の
ま
ち
の
将
来
像

を
「
幸
せ
を
感
じ
、
暮
ら
し
続
け
た
い
と
思
う
ま
ち�

常
陸
太
田
」
と
す
る
第
６
次
総
合
計
画
が
新
た
に

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。「
市
民
の
だ
れ
も
が
生
涯

活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

と
し
、
引
き
続
き
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
対
策

を
最
重
要
課
題
と
い
た
し
ま
し
て
、
計
画
の
具
現
化

に
向
け
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

詩
で
あ
る
「
竿
燈
」
を
常
陸
太

田
市
民
の
皆
様
に
ご
披
露
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
臨
場
感
溢
れ

る
差
し
手
の
妙
技
を
ご
堪
能
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

希
望
と
笑
顔
に
満
ち
あ
ふ
れ
る

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、昨
年
11
月
に
は
、「
常

陸
秋
そ
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
里
山

フ
ェ
ア
」
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た

牛
久
市
民
と
と
も
に
、
市
長
就
任
後

初
め
て
常
陸
太
田
市
を
訪
問
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
常
陸
太
田
市
の
皆
様

か
ら
と
て
も
心
温
ま
る
歓
迎
を
お
受

け
し
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
ひ
た

ち
お
お
た
に
も
伺
い
、
大
変
な
賑
わ

い
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
最
後
に
、

常
陸
太
田
市
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
両
市
の

絆
が
よ
り
深
ま
る
こ
と
を
願
い
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

で
絆
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
翌
週
に
は
本
市
か

ら
常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
里
山
フ
ェ
ア
に
出
店
し
特
産

品
「
か
ぼ
す
」
や
「
二
孝
女
物
語
」

な
ど
の
農
産
加
工
品
の
販
売
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
出
店
に
際

し
て
は
心
温
ま
る
歓
迎
や
ご
支

援
を
頂
き
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
二
孝
女
の
人
を
思

い
支
え
合
う
心
を
育
み
な
が
ら
、

両
市
の
交
流
・
親
善
を
よ
り
一
層

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

常
陸
太
田
市
の
皆
様
、
新
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
佐
竹
氏

を
ご
縁
に
友
好
交
流
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
秋
田
県
仙
北
市
で

す
。
旧
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
の
仙
北
市
は
、
国

家
戦
略
特
区
・
地
方
創
生
特
区

の
取
り
組
み
と
し
て
国
内
初
の
ド

ロ
ー
ン
国
際
競
技
会
、
無
人
バ
ス

（
レ
ベ
ル
４
）
公
道
走
行
実
験
な

ど
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た

年
末
に「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」

（
角
館
の
お
祭
り
）
が
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
に
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
常
陸
太
田
市
の
皆
様
も
お

こ
し
く
だ
さ
い
。
角
館
の
桜
ま
つ

り
常
陸
太
田
市
物
産
展
は
、
多
く

の
仙
北
市
民
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
恒
例
行
事
で
す
。
ま
た
常
陸
太

田
市
の
秋
ま
つ
り
は
、
仙
北
市
の

観
光
や
物
産
を
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
て

い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
で
す
。
ど

う
か
今
後
も
相
互
交
流
を
お
願
い

し
ま
す
。
両
市
民
が
、
佳
き
一
年

と
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
し
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。
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在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推

進
事
業
研
修
会

昨
年
12
月
４
日
、
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
推
進
事
業
研
修
会
が
総
合
福
祉
会
館
で
、

市
内
の
医
療
・
介
護
従
事
者
な
ど
80
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
認
知
症
を
テ
ー

マ
と
し
た
今
回
の
研
修
会
で
は
、
実
務
者
の

立
場
と
し
て
、
栗
田
病
院
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
の
櫻
井
荘
子
氏
か
ら
「
認
知
症

早
期
発
見
の
意
義
、
介
護
を
担
う
家
族
が

集
う
場
の
必
要
性
」
な
ど
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
認
知
症
の
家
族
を
介

護
し
て
い
る
立
場
と
し
て
、
認
知
症
の
人

と
家
族
の
会
茨
城
県
支
部
の
方
々
よ
り
「
認

知
症
を
発
症
し
た
経
緯
や
、
介
護
す
る
上
で

心
掛
け
て
い
る
こ
と
、
介
護
者
自
身
も
息
抜

き
が
必
要
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
の
体
験
談
に

つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

里
美
支
団
第
３
分
団
第
２
部
（
小
妻
町
）

の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
が
新
型
車
両
に

な
り
、
昨
年
12
月
３
日
か
ら
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
新
型
車
両
は
、
最
新
技
術
を
取
り

入
れ
た
自
動
小
型
動
力
ポ
ン
プ
昇
降
装
置
を

装
備
。
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
安
全
か
つ
容
易

に
積
み
降
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
機
能
性

と
機
動
性
を
兼
ね
そ
ろ
え
た
車
両
で
す
。
配

備
を
受
け
た
里
美
支
団
第
３
分
団
長
は
、「
最

新
技
術
を
取
り
入
れ
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
を
地
域
住
民
の
た
め
に
最
大
限
に
活
用

し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
車
両
を
更
新

昨
年
11
月
29
日
、
竜
神
大
吊
橋
の
渡
橋
者

が
７
０
０
万
人
に
達
し
、
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
７
０
０
万
人
目
の
渡
橋
者
は
、

日
立
市
か
ら
訪
れ
た
木
村
沙
綾
ち
ゃ
ん
（
1

歳
）。
達
成
の
記
念
に
、
大
久
保
市
長
か
ら

お
祝
い
の
認
定
書
・
目
録
・
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
父
親
の
純
哉
さ
ん
は
「
県
を
代

表
す
る
大
吊
橋
が
大
好
き
で
、
紅
葉
の
時
期

に
よ
く
来
て
い
ま
す
。
７
０
０
万
人
を
記
念

す
る
素
晴
ら
し
い
時
に
こ
こ
に
来
れ
て
、
と

て
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
８
０
０
万
人

目
も
目
指
し
て
、ま
た
来
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

竜
神
大
吊
橋
は
、
平
成
６
年
４
月
に
開
業
。

今
年
で
22
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

竜
神
大
吊
橋
渡
橋
者
が

７
０
０
万
人
達
成

昨
年
11
月
22
日
、
第
74
回
国
民
体
育
大

会
・
第
19
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
常

陸
太
田
市
実
行
委
員
会
第
1
回
常
任
委
員

会
が
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で

は
大
会
開
催
の
推
進
総
合
計
画
や
競
技
式

典
、
宿
泊
輸
送
、
医
療
な
ど
の
専
門
委
員
会

の
規
定
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
国
民
体
育
大
会
と
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に
向
け
て
の
準
備
が

加
速
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

国
民
体
育
大
会
実
行
委
員

会

専門委員会について協議がされた

T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

小型動力ポンプ積載車

講演する櫻井氏

祝 700 万人達成

里美支団第３分団第２部の皆さん
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✿交通
安
全
の
取
り
組
み
を
表
彰

永
年
の
交
通
安
全
活
動
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、（
一
財
）
全
日
本
交
通
安
全
協
会
か
ら

武
藤
征
也
さ
ん
に
交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銅
章
」
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

✿おめでとうございます

武藤征也さん 

✿ ✿ ✿
旭日単光章

佐藤勉�氏（大里町）
元金砂郷町議。永年にわたり
地方自治の推進に尽力された。

✿✿
　88 歳の方を対象とした「高齢者叙勲」

において、本市から佐藤勉さんが受章され

ました。

叙勲叙勲

✿

白石古登さん

保
護
司
と
し
て
法

務
大
臣
表
彰

昨
年
11
月
9
日
、
県
民
文
化

セ
ン
タ
ー
で
第
55
回
県
更
生
保

護
大
会
が
行
わ
れ
、
川
崎
喜
包

さ
ん
と
白
石
古
登
さ
ん
が
、
法

務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

川
崎
さ
ん
は
平
成
13
年
7
月
か

ら
、
白
石
さ
ん
は
平
成
8
年
11

月
か
ら
現
在
ま
で
保
護
司
を
務

め
て
い
て
、
そ
の
多
年
に
わ
た

る
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

塙富夫さん
  （中野町）

✿交通
安
全
の
取
り
組
み
を
表
彰

昨
年
11
月
18
日
、
県
庁
で
第
52
回
県
交
通
安
全
県
民

大
会
が
行
わ
れ
、
永
年
の
交
通
安
全
活
動
へ
の
取
り
組

み
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
千
葉
栄
子
さ
ん
、
塙
富

夫
さ
ん
が
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

  （西染町）

千葉栄子さん
  （大里町）（春友町）

✿海上
保
安
庁
図
画
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞

第
17
回
「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
」
海
上

保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
生
の
部
に

お
い
て
、
3
人
の
方
が
入
賞
し
ま
し
た
。
入

賞
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○�

茨
城
海
上
保
安
部
長
賞　

宇
野
佑
理

さ
ん
（
太
田
中
3
年
）

○�

奨
励
賞　

石
川
菜
乃
さ
ん
（
太
田
中
1

年
）、
諸
橋
優
大
さ
ん
（
太
田
中
2
年
）

左から石川菜乃さん、宇野佑理さん、諸橋優大さん

川崎喜包さん
  （磯部町）
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✿ ✿県
発
明
工
夫
展
で
特
賞

第
60
回
県
発
明
工
夫
展
に
お
い
て
、
宇
野
清
花

さ
ん
の
作
品
「
シ
ュ
ッ
と
し
て
グ
ー
！
」
が
特
賞

（
水
戸
市
長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

宇野清花さん
  （幸久小5年）

県
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク

ー
ル
で
佳
作

平
成
28
年
度
県
下
水
道
促
進
週
間
コ
ン
ク
ー
ル

の
標
語
部
門
に
お
い
て
、
鈴
木
南
於
斗
さ
ん
が
佳

作
を
受
賞
し
ま
し
た
。

鈴木南於斗さん 
（山田小6年）

地震時の落下物から頭を守れるように
作りました。普段はランドセルカバーで、
ひもを引っ張ると防災ずきんのようにな
り頭を守れます。

受賞標語
「つなげます　未
来の自然を　守るた
め」

✿キャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
全

国
大
会
出
場

太
田
中
・
瑞
竜
中
・
水
府
中
の
野
球
部
合

同
チ
ー
ム
が
、
昨
年
12
月
４
日
に
小
瀬
ス
ポ
ー

ツ
公
園
（
山
梨
県
）
な
ど
で
行
わ
れ
た
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
２
０
１
６
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
合
同
練
習
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
て
出
場
し
、
健
闘
し

ま
し
た
。

全国大会に出場した皆さん

✿県
民
駅
伝
大
会
で

入
賞

昨
年
12
月
10
日
、
笠
松
運
動
公
園

で
行
わ
れ
た
、
第
33
回
県
民
駅
伝
競

走
大
会
市
町
村
対
抗
の
部
に
お
い
て
、

常
陸
太
田
市
チ
ー
ム
（
中
学
生
・
高

校
生
・
一
般
で
編
成
）
が
、
6
位
入

賞
し
ま
し
た
。

出場した皆さん

✿

✿

◇��

善
意
あ
り
が
と
う

　

○�
和
信
化
学
工
業
㈱
様
＝

５
２
０
０
円

ご
支
援
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
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黄門の郷 

もぎたて情報 vol. 9
河合ほうき実演・販売

申��問道の駅ひたちおおた（常陸太田産業振興㈱☎ 85‐6888 ／ホームページ http://www.hitachiota-michinoeki.
jp/page/dir000002 ／メール info@hitachiota-michinoeki.jp ／ FAX85‐6877）／問販売流通対策課（内線 661）

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

【
事
例
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

通
信
販
売
で
、「
注
文
し
て
も

商
品
が
届
か
な
い
」「
海
外
か

ら
偽
物
が
届
い
た
」「
連
絡
が

取
れ
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
海

外
サ
イ
ト
で
被
害
に
あ
っ
た

場
合
、
救
済
や
取
り
締
ま
り

が
難
し
い
の
で
、
十
分
に
見

極
め
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
海
外
の
詐
欺
サ
イ
ト
】

　

こ
れ
ら
は
海
外
の
詐
欺
的

サ
イ
ト
に
多
く
、
既
存
の
通

信
販
売
サ
イ
ト
を
模
倣
し
た

り
、
大
手
企
業
の
ロ
ゴ
を
無

断
で
使
用
す
る
な
ど
し
て
信

用
度
を
高
め
て
い
る
サ
イ
ト

も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

【
詐
欺
サ
イ
ト
の
特
徴
】

○�

連
絡
先
や
電
話
番
号
が
明

記
さ
れ
て
い
な
い
→
苦
情

や
問
い
合
わ
せ
が
で
き
ま

せ
ん

○�

日
本
語
に
若
干
違
和
感
が

あ
る

○
画
像
が
一
部
不
鮮
明

○�

扱
っ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
品

が
明
ら
か
に
安
値
→
偽
物

の
可
能
性
が
大
き
い

○�

代
金
振
込
先
に
サ
イ
ト
名

と
関
係
な
い
個
人
名
義
の

口
座
が
指
定
さ
れ
て
い
る

→
架
空
口
座
の
可
能
性
が

大
き
い

　

購
入
を
希
望
し
て
い
る
サ

イ
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア

ド
レ
ス
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
を
確
認
し
、

本
物
の
サ
イ
ト
な
の
か
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

疑
問
や
不
安
を
感
じ
た
ら
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
市

民
協
働
推
進
課
内
☎
70
‐

１
３
２
２
）

ネ
ッ
ト
通
販
の
詐
欺
サ
イ
ト

河合地区で 100 年以上も作り続けられている「河
合ほうき」。その伝承のため活躍する横山宮子氏によ
るほうき作りの実演販売が昨年の 11 月 26 日・27 日、
12 月 10 日・11 日の 4日間、道の駅で行われました。
大小さまざまな大きさの「河合ほうき」が目の前
で作られる様子に、訪れた人たちは、その見事な手
さばきを食い入るように見つめていました。

匠の技に注目が集まった

これからの予定
○ �1 月 14 日土・15日日　�地元学生 presents 県北冬の物産展 in 常陸太田　午前 10時～
○ 1月 21 日土　あったかけんちん汁（JA 女性部）
○ �1 月 22 日日　GO! 郷 ! 会けんちんまん販売
○ �1 月 24 日火　飾り巻きずしインストラクター栗原惠子さんの巻きずし教室
○ �1 月 28 日土・29日日　ガラポン抽選会
※ �1 月 3日～ 29日までの間に 700 円以上のお買い上げにつき補助券 1枚を差し上げます。補助券
を 3枚集めると 1回抽選できます。

～
見
分
け
る
の
は
難
し
い
～

幼稚園・保育園の発表会
　昨年の 10 月から 11 月にかけて、道の駅イベント広
場において、市内の幼稚園・保育園児による発表会を
行いました。子どもたちのかわいいダンスや太鼓・楽
器の演奏に、買い物客や父兄などたくさんの方が楽し
そうに見入ってい
ました。来年も同
時期に発表会を予
定していますので、
ぜひ会場へお越し
ください。

元気あふれる園児たちの発表

↑道の駅の情報は
こちら

大小さまざまなほうき
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あ
ん
こ
う
ど
ぶ
汁
発
祥
の
地
、

北
茨
城
市
で
開
催
す
る
全
国
各

地
の
あ
ん
こ
う
料
理
を
召
し
上

が
れ
る
貴
重
な
食
の
祭
典
で
す
。

◇�

と
き　

1
月
22
日
日　

午
前

10
時
～
午
後
3
時

◇�

と
こ
ろ　

漁
業
歴
史
資
料
館

よ
う
・
そ
ろ
ー
（
北
茨
城
市

関
南
町
仁
井
田
７
８
９
）

問�

全
国
あ
ん
こ
う
サ
ミ
ッ
ト
実

行
委
員
会　

北
茨
城
市
商
工

観
光
課
内
（
☎
０
２
９
３
‐

43
‐
１
１
１
１
）

第
３
回

あ
ん
こ
う
サ
ミ
ッ
ト

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、

現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
制
度
で
す
。
若
い
と
き
に
公
的

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●● ●●　国民年金通信　●●● 問保険年金課年金医療係（内線 118）

【
年
金
に
関
す
る
お
問
合
せ
先
】　　
　

水
戸
北
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
３
８
１

Ｑ 　

国
民
年
金
に
加
入
す
る
か
し
な

い
か
は
、
本
人
の
自
由
で
し
ょ
？

Ａ 　

い
い
え
。
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
は
義
務
で
す
。

　

○�

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
で
、
日
本
国
内
に
お
住
ま

い
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

Ｑ　

手
続
き
は
ど
う
す
る
の
？

Ａ 　

20
歳
に
な
る
誕
生
月
ま
で
に
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
『
国
民
年
金

被
保
険
者
資
格
取
得
届
』
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
後
、
1
カ
月
ほ
ど
で
年
金
手

帳
・
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
等

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

◆ 

届
出
先
　
保
険
年
金
課
年
金
医

療
係
、
各
支
所
地
域
振
興
課

　
◆ 

持
参
す
る
物
　
国
民
年
金
被
保

険
者
資
格
取
得
届
、
印
鑑
（
ス

タ
ン
プ
印
を
除
く
）

　
※�

学
生
納
付
特
例
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
猶
予
を
ご
希
望
の
方
は
、

学
生
証
の
コ
ピ
ー
（
両
面
）
ま

た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）
等

の
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｑ 　

毎
月
１
万
６
２
６
０
円
の
保
険

料
が
払
え
な
い
！
ど
う
し
た
ら
い

い
の
？

新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ

Ａ 　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す

る
と
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
収

入
等
が
な
く
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特

例
制
度
」「
納
付
猶
予
制
度
」
な

ど
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

★ 

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」 　

学

生
の
方
で
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　
　
▽�

対
象
と
な
る
学
生
　
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校

（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ

る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る

方

　
★ 
「
納
付
猶
予
制
度
」　

学
生
で

な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人

お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　
○�

納
付
猶
予
等
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全

額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
期
間
分
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納

め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。

Ｑ 　

年
金
は
、
年
を
取
っ
て
か
ら
し

か
も
ら
え
な
い
の
？

Ａ 　

い
い
え
。
不
測
の
事
態
に
備
え

る
保
険
と
し
て
の
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
の
保
障
が
あ
り
ま
す
。

　

○�

国
民
年
金
加
入
中
に
病
気
や
ケ

ガ
で
障
害
を
負
っ
て
働
け
な
く

な
る
な
ど
、
一
定
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
間
は
「
障
害
基
礎
年

金
」
が
、
ま
た
、
万
一
本
人
が

亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
残
さ
れ

た
子
や
子
の
あ
る
妻
（
夫
）
に

「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

Ｑ 　

保
険
料
を
納
め
た
ら
税
金
が
安

く
な
る
の
？

Ａ 　

は
い
。
所
得
税
や
市
県
民
税
が

安
く
な
り
ま
す
。

　

○�

納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

○�

本
人
の
代
わ
り
に
親
が
保
険
料

を
納
め
た
場
合
は
、
納
め
た
方

が
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

北茨城市イメージキャ
ラクター「こうちゃん」あんこうサミット

と
な
り
の
ま
ち
か
ら
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お宝巡りハイキング（棚谷町）

次回のエコトークは、
3 月号に掲載します。
お楽しみに！

広報
ひたちお

おた

Q　�二孝女物語への思いを教えてください。
A　�この物語は、人は一人では生きていけない、多くの命が支え合って生きている
ことを教えてくれます。市内の皆さんにもこの思いを広く伝えていきたいと思
い、活動をしています。最近では、山田小学校の子ども達が青蓮寺を訪れるよ
うになり、親孝行や支え合いの大切さを学んでいます。

Q　�青蓮寺には、二孝女物語が史実であると分かる書簡や
古文書などが保管されているそうですね。

A　�書簡や古文書は、毎年 10 月第 3土・日曜日に開催さ
れる文化財集中曝

ばくりょう

涼の際に一般公開しています。「地
域のつながり、心の大切さ」などを感じていただけれ
ばと思います。

第５回目は、青
しょうれんじ

蓮寺住職 藤井智さんから豊後国二孝女物語についてです。

エコミュージアム活動推進委員としてご活躍いただいているメンバーにお話を伺います。

これからもこの物語
を多くの方々に広めて
いきたいです。

昨年 12 月 4日、薬谷町で地域のお宝を満載した総合案内板設置と町会一斉ゴミ拾いが行われました。町内の一

斉清掃を行った後に、総合案内板を公民館の前に設置しました。その後、甘酒が振る舞われ、参加者同士交流を深

めました。

お宝看板を設置（薬谷町）

昨年 11 月 27 日に、棚谷町で地域のお宝を満載した総合案内板のお披露目を兼ねたハイキングが行われ、地元

住民や学生ボランティアなど約 40 人が参加しました。地元で古くから信仰されてきた巨岩「包
つつみいし

石」や神社、植物

などを見ながら約 6㎞のコースを散策した後、地元の方たちが振る舞った豚汁で温まりました。参加者からは「棚

谷の素晴らしい景色を楽しめました」「ハイキング

だけでなく、地域の歴史なども聞けて良かった」な

どの声がありました。

豊後国二孝女の碑（青蓮寺）

案内板取り付け中

素敵な案内板ができました

お宝満載！

何を見上げているのかな

さらにきれいになった町を見に来てくださいね！

お宝巡りにいってきまーす！

二孝女物語とは、若い姉妹が病父を訪ねて豊後国（大分県臼

杵市）から約 1,200 ㎞離れた青蓮寺に向かったお話です。
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昨年は 11 月から 12 月にかけて、たくさんのイベントに出展させていた
だきました。里美地区以外で初めて、金砂郷地区や水戸市などで「里美の杉
を使う」イベントをやらせていただきました。初めましての場所ではmalsa
（マルサ）の存在や活動内容を知っていただくいい機会になりました。
今年は、里美の杉を建築に使っていただくプロジェクトも始動します。現
在市内で活動中の、パーティーをしながら民家の改修をする「パーリー建
築」の方々とコラボレーション予定です。詳しくはフェスイスブックなどを
チェックしていただけたらと思います。

田中あかね（里美地区）

堀口剛（農業分野）

鈴木裕紀（農業分野）

昨年春から地域おこし協力隊として活動させていただいてます鈴木裕紀です。皆
さんの応援のおかげで、着任から新年を迎えることができました。
今も私は、幡町の農家さんの元で梨・ぶどう・苺を学ばせていただいています。昨年、

梨とぶどうの収穫・販売が終了した頃より、苺の栽培・管理に関わることが多くな
りました。今期の苺は昨年秋に雨続きだったこともあり、さまざまな支障が生じま
した。畝

うね

が崩れたり、苗が突然枯れてしまったりと、たくさんの苦労がありましたが、
今�収穫の時を迎えることができました。作物を作ることに関して、一から作る大変
さに加え、大事な作業を任されることもあり責任の重さを感じました。苺の収穫期
間は長いので、忍耐強く、梨の剪定・誘引と共に頑張っていきたいと思います。

剪定作業真っ只中の一年生、寒さに負けずやってます。どの枝を使
うのか、どの枝を切るのか悩む悩む悩む…！全ての枝が俺を使ってく
れ！いい実出来まっせ！と言っているように思えるんです！最近木に
向かって独り言をぶつぶつ！決して変な人ではないですよ～（笑）真
剣です！�正解のない難しさ！全て正解の難しさ！農業って本当に奥深
い。息抜きに趣味のサックスの練習をしています。梨の作業は、日々
の積み重ね、研修などでも知識を深めつつ、コツコツ頑張ります。

地域おこし協力隊の情報は、ホームページ：hssk-i.com/　フェイスブック :facebook.com/hokyoryokutai　で！
問少子化・人口減少対策課（内線 346）

いろいろな地区で
イベント出展中

剪定作業で頭がへん…

苺の香、
　　収穫の喜び

里美の杉を使ったペンづくり

休憩中に練習してます！

甘いっ！

☆  malsa（マルサ）プロジェクトとは…里美の森の「植える、切る、使う」のサイクルの「使う」という
部分に焦点をあてて活動するプロジェクト。里美の杉のブランド化に向けて頑張っています！

研修も頑張ってます！
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2013 年 10 月から開始された本事業では、金砂郷・里美の 2地区に 2人の
芸術家が滞在し、地域の皆さんと一緒に多岐にわたる活動を展開しています。

里美地区
な  る

壁画制作や再生商品開発、パッケージデザイン、イベントへの参加など、市内各地でさまざまな活動をしています。市民の皆さんと関わりながら、芸術に特化した

楽しく深みのある活動をしていきたいと思ってます。アーティストのお問い合わせは、政策企画部少子化・人口減少対策課までお願いします。

　　　　　　　　内線 314・346　fax  0294-72-3002　ホームページ：hitachiota.air.com     FB ページ：facebook.com/air.hitachiota

　久米小学校６年生の総合の授業に外部講師をしました。
協力隊とは何か、またどんな活動をしているのかなどを発
表しました。子ども達からの質問に私自身、自分の活動を
改めて振り返る良い機会になりました。

最後はみんなで記念撮影

　昨年 11 月 19 日（土）パルティホールで子子育メッセ
が開催！そこで「おっきなおっきな紙芝居」の完成お披
露目をしました。足元の悪い中、たくさんの方々に足を
運んでいただきました。紙芝居も大成功に終わりました。

【
授
業
】

総
合
の
授
業
で
講
師

　
　
（
久
米
小
学
校
）

【
完
成
】

お
っ
き
な
お
っ
き
な

　
　
　
　
　

紙
芝
居 子子育メッセ発表風景子子育メッセ発表風景

最後はみんなで記念撮影

じ
ょ
う
づ
る　

ラ
イ
フ　
【
第
10
回
】�

ひ
た
ち
お
お
た
で
暮
ら
す
、
お
得
な
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
♪

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

次
回
は
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て
紹
介
す
る
よ
！

　

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
す
る

た
め
、
常
陸
太
田
市
に
は
、
市
で
開
設

し
て
い
る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
と

民
間
の
「
学
童
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
ま
す
。

�

学
童
ク
ラ
ブ

　

市
内
の
全
小
学
校
区
に
あ
り
ま
す
。

◇�

対
象　

就
労
な
ど
の
理
由
に
よ
り
昼
間
保

護
者
の
い
な
い
児
童

◇�

内
容　

生
活
習
慣
や
遊
び
・
学
び
の
場
の

提
供

◇
利
用
時
間

　

○ 

学
校
の
授
業
日
（
月
～
金
曜
日
）　

下

校
後
～
午
後
６
時
30
分

　

○
土
曜
日　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

　

○ 

夏
休
み
な
ど
長
期
休
業
中
、
創
立
記
念

日
、
県
民
の
日
、
学
校
行
事
の
振
替
休

日　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

◇
利
用
料　

５
千
円
／
月

　

＊ 

土
曜
日
に
利
用
す
る
場
合
は
、
別
途

５
０
０
円
（
日
額
）
加
算

＊ 

ひ
と
り
親
家
庭
は
減
額
制
度
が
あ
り
ま

す
。

問
子
ど
も
福
祉
課
（
内
線
１
６
１
）

【
太
田
さ
く
ら
学
童
ク
ラ
ブ
】　

園
で
行
わ
れ

て
い
る
レ
ッ
ス
ン
ヘ
直
接
通
え
ま
す
。

　

○
と
こ
ろ　

太
田
さ
く
ら
保
育
園
内

　

○
対
象　

太
田
小
・
機
初
小
児
童　

【
愛
保
育
園
学
童
ク
ラ
ブ
】　

学
校
が
あ
る
日

は
、
学
校
へ
お
迎
え
が
あ
り
ま
す
。

　

○
と
こ
ろ　

愛
保
育
園
内

　

○ 

対
象　

太
田
小
・
機
初
小
・
佐
竹
小
・

久
米
小
児
童

＊ 

両
ク
ラ
ブ
と
も
、
対
象
以
外
の
小
学
校
の

児
童
で
入
級
を
希
望
す
る
方
は
、
各
学
童

ク
ラ
ブ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
夏

休
み
な
ど
の
長
期
休
業
時
は
市
内
の
全
小

学
校
の
児
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

＊ 

利
用
料
金
等
、
詳
細
は
各
学
童
ク
ラ
ブ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

太
田
さ
く
ら
学
童
ク
ラ
ブ　
（
社
福
）
聖

愛
会
（
☎
33
‐
７
１
１
１
）
／
愛
保
育

園
学
童
ク
ラ
ブ　
（
社
福
）
仁
川
会
（
☎

０
８
０
‐
７
７
７
３
‐
８
８
４
９
）
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黄門様こと徳川光圀のことについて、正しい場合は〇を、違うと思うときは × を□に記入してください。
（答えはこの広報紙のどこかにあります）

ゆかり話

問題

西山御殿跡（西山荘）が国の史跡及び名勝に指定されたことを記念
し、黄門様こと徳川光圀に関するクイズやゆかり話を紹介します

問文化課（☎ 72 ‐ 3201）Vol.10

光圀は 64 歳で西山荘に隠居してからも、水戸へも頻繁に出かけていました。棚倉街道の磯部付近は、両側

が田んぼで、闇夜や吹雪の日は旅人が道に迷って苦労するだろうと感じました。そこで、旅人の目印になる

ように磯部田んぼの街道筋に松の木を植えさせたのです。このような目印の松の木は、太田の木崎山（現在

の梅正院付近）にも植えられました。

光圀が亡くなられた後、松の木は切られることになりました。その時「後

世切るべからずとの黄門様の仰せである」と松を守ろうと上役人に止めさせ

ようとした怪力の大高新衛門という下級役人（郡手代）もいましたが、残念

ながら改易になってしまったそうです。

※�改易…武士への刑罰。武士の身分を剥奪�し、領地・家屋敷などを没収

する刑

常
陸
太
田
の
黄
門
様
検
定
会

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

磯部田んぼの棚倉街道に桜を植えさせ桜並木を作らせた

常陸太田の黄門チャマ

知ってＱ!知ってＱ!
シ　     　ッ　   　テ　  　キュウ

黄門様黄門様

磯部田んぼの松

市内には優れた農林水産物や加工品などが数
多くあります。その中から市の特産品認証制
度で認証された特産品を紹介していきます。
　　　　　　問�市特産品推進協議会事務局
　　　　���　（販売流通対策課　内線 662）

made in
 Hitachiota

逸品
　「梅っこしょうゆ」は、市内で良い梅
がたくさん採れるので、ぜひしょうゆ
に合わせて地元の名産にしたいと思い、
試行錯誤の末、商品化しました。自社
ほ場と和久町の新鮮な青梅だけを使用
し、収穫したその日の内に手作業で加工
します。へたや汚れ、えぐみを取るな
ど一粒一粒、真心を込めて作っていま

す。青梅のジューシーな果汁をたっぷり使って
いるので、塩分濃度が通常の減塩しょうゆより
も低く、健康志向の方にとても喜ばれています。
一番のおススメは、サラダのドレッシングとし
て使うことです。江戸時代に建てられた店構え
からは歴史を感じられるうえ、店内には粋な小
物やおいしいしょうゆ煎餅などもありますので、
気軽にお立ち寄りいただけたらと思います。

 【販売期間】
通年（数量限定）

【商品内容・希望小売
価格】
 200ml　490 円
�【賞味期限】1年

【 主な販売店】
自主店舗、桃源、道
の駅ひたちおおた、
ネット販売

梅っこしょうゆ

特産品として認証された商
品には、この認証マークを
表示し、PRを行っていま
す。　����詳しくはこちら↓

市特産品認証マーク

特産品認証

（合）立川醤油店
12 代目　立川泰弘さん

素敵な商品が並ぶ
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市民提案型まちづくり事業
自分たちの力で地域の課題を解決し、地域の活力を生み出そうとするグループや団体等を応援する事業で、9年目
を迎えた今年度は 14 団体を採択しました。各団体の活動状況を紹介していきます。問市民協働推進課（内線 217）

▼▼▼

▼ ▼ ▼

皆さんのアイデアをまちづくりに!!

多
く
の
人
が
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
街
を
目
指
し
、
吊
る

し
飾
り
で
商
店
街
を
活
性
化
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
夏
に
は
金
魚
や
ア

サ
ガ
オ
、
秋
に
は
フ
ク

ロ
ウ
や
赤
ト
ン
ボ
な

ど
、
季
節
に
合
わ
せ
た

吊
る
し
飾
り
で
パ
ル

テ
ィ
ホ
ー
ル
や
西
山
の

里　

桃
源
を
彩
り
ま
し
た
。
ま

た
、
11
月
に
は
吊
る
し
飾
り
制

作
教
室
を
2
回
開
催
し
、
定
員

吊
る
し
飾
り
で
商
店
街
を
活
性
化

【
布
遊
】 

を
超
え
る
多
く
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
年
度
は
か
わ
い
ら

し
い
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
作
成
。

参
加
者
か
ら
は
「
教

え
方
が
上
手
」、「
楽

し
い
し
か
わ
い
い
」

と
大
変
好
評
で
し
た
。

3
月
に
は
ス
ロ
ー
タ

ウ
ン
鯨
ケ
丘
ひ
な
ま

つ
り
に
参
加
し
、
吊

る
し
飾
り
で
商
店
街
を
訪
れ
る

お
客
様
を
お
も
て
な
し
す
る
予

定
で
す
。

代
表　

松
本
敏
江
（
馬
場
町
）

昨
年
度
復
活
し
た
「
佐
竹

の
郷
ふ
れ
あ
い
一
万
燈
ま
つ

り
」
を
活
動
の
中
心

と
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
顔
が
わ
か
る
よ

う
な
安
心
で
安
全
な

地
域
を
目
指
し
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
8
月
に
開
催
さ

れ
た
一
万
燈
ま
つ
り

で
は
、
お
よ
そ
2
千
個
の
灯

ろ
う
を
点
灯
し
、
炊
き
出
し

や
天
神
ば
や
し
太
鼓
、
芸
能

佐
竹
の
郷
ふ
れ
あ
い
一
万
燈
ま
つ
り

【
佐
竹
の
郷
輝
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
】　

大
会
な
ど
が
盛
大
に
催
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
佐
竹
氏
に

関
す
る
歴
史
講
座

や
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
史
跡
等
に

花
木
を
植
え
る
な

ど
、
佐
竹
氏
発
祥

の
地
で
あ
る
こ
と

の
自
負
心
の
醸
じ
ょ
う
せ
い成

に
努
め
ま
し
た
。

今
後
も
活
動
を
と
お
し
、
地

域
へ
の
誇
り
と
愛
着
心
を
育

ん
で
い
き
ま
す
。

代
表　

土
田
惣
一
（
天
神
林
町
）

久
米
町
に
残
る
佐
竹
三
家
の
一

つ
で
あ
る
佐
竹
北
家
の
本
拠
「
久

米
城
」
跡
の
保
存
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
・

室
町
時
代
の
城
郭
で
あ
る

久
米
城
跡
に
は
、
佐
竹
氏

繁
栄
の
記
憶
と
し
て
本
城

跡
や
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
の
土
手
や
堀
切
な
ど
貴

重
な
歴
史
遺
産
が
数
多
く

残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
雑
木
伐

採
や
下
刈
り
な
ど
の
ほ
か
、
案
内

板
や
解
説
板
の
設
置
、
ご
意
見
箱

歴
史
遺
産「
久
米
城
」の
復
活

と
な
る
「
皆
様
の
声
」
の
新
設

な
ど
精
力
的
に
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
6
月
に
久
米
城

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
開

催
し
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
多
く
の
参

加
者
を
ご
案
内
し
ま

し
た
。
今
後
も
地
域

の
宝
で
あ
る
久
米
城

跡
の
環
境
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
久
米
城
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

薬
谷
町
で
は
宅
地
開
発
で

人
口
が
増
加
す
る
中
、
住
民

間
の
交
流
や
地
域
の
慣
習
を

後
世
に
伝
承
す
る

た
め
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
は
町
内
を
縦

断
す
る
山
田
川
河

川
敷
の
広
場
を
多

目
的
運
動
広
場
と

し
て
整
備
、
地
域
の
新
た
な
交

流
の
場
と
し
て
有
効
活
用
す
る

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年

多
目
的
運
動
広
場
の
整
備

【
薬
谷
倶
楽
部
】

度
は
広
場
の
草
刈
り
を
は
じ
め
、

コ
ー
ス
配
置
の
立
案
、
芝
の
植

栽
、
仮
設
ト
イ
レ
の
設

置
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
5
月
に
は
健
康

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
に
合
わ
せ
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
、
10
月
に
は
薬
谷

ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
を

開
催
す
る
な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
積

極
的
に
企
画
。
今
後
も
、
交
流

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

代
表　

岩
間
昭
（
久
米
町
）

【
未
来
へ
つ
な
ぐ
久
米
城
跡
保
存
会
】　

代
表　

永
田
清
（
薬
谷
町
）
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大
里
町
に
あ
る
県
指
定
文
化

財
「
阿
弥
陀
堂
（
来
迎
院
）」
周

辺
の
環
境
美
化
や
阿

弥
陀
堂
に
伝
わ
る
イ

ボ
取
り
石
の
話
な
ど

を
ま
と
め
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
・
配

布
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
年
間
を
通
し
て
境
内

の
花
壇
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

8
月
に
は
ふ
れ
あ
い
の
夕
べ
を
開

催
。
地
域
の
子
ど
も
達
が
集
ま

阿
弥
陀
堂
の
魅
力
を
後
世
へ

【
あ
お
ぞ
ら
大
里
会
】  　

り
、
以
前
行
わ
れ
て
い
た
酒
樽
を

利
用
し
て
制
作
し
た
子
ど
も
み
こ

し
が
復
活
、
町
内
を
練

り
歩
き
祭
り
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
10

月
に
は
集
中
曝
涼
に
参

加
し
、
多
く
の
来
観
者
へ

お
も
て
な
し
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
も
、
周
辺
環

境
の
美
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
子
ど
も
達
と
一緒
に
阿
弥

陀
堂
に
ま
つ
わ
る
行
事
や
お
話
の

伝
承
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

代
表　

飯
嶋
浩
（
大
里
町
）

新
宿
町
内
に
残
る
地
域
の

誰
も
が
遊
ん
だ
里
山
の
保
全

と
美
化
を
進
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
集
い
交
流

で
き
る
里
山
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
下
刈
り
や
雑
木

の
間
伐
を
は
じ
め
、
遊

歩
道
の
整
備
、
紅
葉
や

し
だ
れ
桜
の
植
え
付

け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
4
月
に
は
山
桜
ま
つ
り
、

10
月
に
は
お
も
し
ろ
理
科
先

里
山
の
魅
力
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

【
新
宿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
】　

生
と
里
山
散
策
教
室
、
11
月

に
は
紅
葉
ま
つ
り
と
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
世
代
を
超
え

た
地
域
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
今
後

は
、
間
伐
材
を
利

用
し
た
東
屋
の
設

置
や
ホ
タ
ル
の
復

活
な
ど
四
季
折
々

に
誰
も
が
楽
し
め
る
身
近
な

里
山
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

代
表　

小
林
俊
英
（
新
宿
町
）

常
陸
太
田
市
の
新
し
い
「
顔
」

と
な
る
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た

の
花
壇
を
整
備
し
、
お
客
様
を

お
も
て
な
し
す
る
と
と

も
に
、
公
募
に
よ
る
花

壇
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
通
し
て
地
域
の
皆
さ

ん
が
交
流
し
絆
を
深
め

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
7
月
と

10
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
公
募

し
た
と
こ
ろ
、
総
勢
約
１
６
０

人
も
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
季

道
の
駅
で
花
壇
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

節
に
合
わ
せ
た
花
を
植
え

な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
今
後
は
道
の
駅
を
拠
点

と
し
て
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
や
寄
せ
植
え

教
室
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、

道
の
駅
を
訪
れ
る

方
へ
花
と
笑
顔
が

溢
れ
る
お
も
て
な
し
を
目

指
し
ま
す
。

徳
川
光
圀
こ
と
黄
門
様
に

ゆ
か
り
の
深
い
常
陸
太
田
市
。

そ
の
特
色
を
活
か
し
、
黄
門
様

に
関
連
す
る
検
定
や

ゆ
か
り
話
、
講
読
会

な
ど
を
通
し
て
黄
門

様
の
人
柄
や
遺
徳
の

理
解
を
市
民
へ
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
市

の
魅
力
を
市
内
外
へ

広
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
常
陸
太
田
の
黄
門

様
全
国
ひ
げ
コ
ン
」
と
題
し
た

黄
門
様
全
国
ひ
げ
コ
ン
で
市
を
Ｐ
Ｒ

【
常
陸
太
田
の
黄
門
様
検
定
会
】

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
9
人

の
ひ
げ
自
慢
の
男
性
が
参
加
し

ま
し
た
。
優
勝
者
は
黄
門
様
に

仮
装
し
、
御
成
り
行

列
を
模
し
た
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
て
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
し
た
。
今
後

も
検
定
会
や
黄
門
様

に
ま
つ
わ
る
催
し
な

ど
を
と
お
し
て
、
そ
の
功
績
を

後
世
に
伝
承
し
な
が
ら
市
の

魅
力
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

代
表　

大
内
広
明
（
内
田
町
）

【
黄
門
の
郷
応
援
団
】　

代
表　

石
川
誠
（
三
才
町
）

と
な
る
「
皆
様
の
声
」
の
新
設

な
ど
精
力
的
に
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
6
月
に
久
米
城

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
開

催
し
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
多
く
の
参

加
者
を
ご
案
内
し
ま

し
た
。
今
後
も
地
域

の
宝
で
あ
る
久
米
城

跡
の
環
境
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
久
米
城
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

優
勝
會
澤
遥
斗
（
太
田
中
学
校
）

準
優
勝
中
嶋
龍
輝
（
那
珂
市
柔

道
ス
ポ
少
）�

3
位
野
内
幸
斗（
大

子
柔
道
会
）
▼
中
学
女
子
優
勝

村
井
美
香
子
（
那
珂
市
柔
道
ス

ポ
少
）
準
優
勝
藤
田
梨
香
（
那

珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）
3
位
富
田

莉
那　
（
那
珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）

【
剣
道
】［
団
体
戦
］
▼
小
学
低

学
年
優
勝
里
神
館
Ａ　

準
優
勝

里
神
館
Ｂ　

3
位
小
里
剣
道
ス

ポ
少
▼
小
学
高
学
年
優
勝
里
神

館
Ａ　

準
優
勝
小
里
剣
道
ス
ポ

少　

3
位
青
藍
会
▼
中
学
生
優

勝
瑞
竜
中
Ａ　

準
優
勝
里
美
中

Ａ　

3
位
峰
山
中
Ａ　

3
位
太

田
中
Ｂ
［
個
人
戦
］
▼
小
学
３
・

４
年
優
勝
興
野
愛
理
（
里
神
館
）

準
優
勝
齋
藤
彰
斗
（
幸
久
剣
友

会
）
3
位
菊
池
圭
祐
（
里
神
館
）

3
位
大
橋
由
依
（
里
神
館
）
▼

小
学
５・
６
年
優
勝
阿
部
季
理

（
里
神
館
）
準
優
勝
大
橋
拓
真

（
里
神
館
）
3
位
髙
島
亜
湖
（
里

神
館
）
3
位
板
谷
颯
士
（
小
里

剣
道
ス
ポ
少
）
▼
中
学
男
子
優

勝
齋
藤
一
輝
（
瑞
竜
中
）
準
優

勝
西
野
太
基
（
瑞
竜
中
）
3
位

小
薗
尚
紀
（
金
砂
郷
中
）
3
位

横
山
秀
斗
（
金
砂
郷
中
）
▼
中

学
女
子
優
勝
石
井
陽
菜
（
里
美

中
）
準
優
勝
川
俣
菜
緒
（
峰
山

中
）
3
位
猿
田
美
羽
（
瑞
竜
中
）

3
位
磯
野
葉
月
（
世
矢
中
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
）

第
９
回
市
武
道
大
会
【
12
月

４
日
／
水
府
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
・
柔
道
場
】（
カ
ッ
コ
内

は
所
属
）

【
柔
道
】［
団
体
戦
］
▼
小
学
生

優
勝
水
府
柔
道
ス
ポ
少　

準
優

勝
東
海
柔
道
ク
ラ
ブ　

3
位
大

子
柔
道
会
［
個
人
戦
］
▼
小
学

２
年
以
下
男
子
（
就
学
前
含
む
）

優
勝
菖
蒲
田
悠
介
（
東
海
柔
道

ク
ラ
ブ
）準
優
勝
村
井
智
洋（
那

珂
市
柔
道
ス
ポ
少
）
3
位
安
藤

龍
我
（
大
子
柔
道
会
）
3
位
牛

木
桃
子
（
大
子
柔
道
会
）
▼
小

学
3
・
4
年
男
子
優
勝
河
西
悠

貴
（
水
府
柔
道
ス
ポ
少
）
準
優

勝
岩
間
汰
晟
（
水
府
柔
道
ス
ポ

少
）
3
位
菖
蒲
田
馨
介
（
東
海

柔
道
ク
ラ
ブ
）
3
位
鯉
沼
梨
玖

（
大
子
柔
道
会
）
▼
小
学
３・
４

年
女
子
優
勝
小
野
瀬
美
羽
（
東

海
柔
道
ク
ラ
ブ
）
▼
小
学
５・６

年
男
子
優
勝
古
川
翼
（
水
府
柔

道
ス
ポ
少
）
準
優
勝
小
野
瀬
和

真
（
東
海
柔
道
ク
ラ
ブ
）
3
位

犬
塚
侑
我
（
東
海
柔
道
ク
ラ
ブ
）

3
位
箕
輪
透
流
（
東
海
柔
道
ク

ラ
ブ
）
▼
小
学
５・６
年
女
子
優

勝
吉
井
静
香
（
水
府
柔
道
ス
ポ

少
）
準
優
勝
古
茂
田
咲
弥
（
大

子
柔
道
会
）3
位
根
本
莉
央（
水

府
柔
道
ス
ポ
少
）
▼
中
学
男
子��
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問�

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
４
２
）
／
金
砂
郷
地
域
振
興

課�

☎
76-

２
１
１
１
／
水
府
地
域
振
興
課�

☎
85-

１
１
１
１
／
里
美
地
域
振
興
課�

☎
82-

２
１
１
１

第
4
回
市
議
会
定
例
会

【
条
例
の
一
部
改
正
】

▼�

個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例

…
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
個
人

番
号
を
利
用
し
て
庁
内
連
携
を
行
う

事
務
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正

▼�

市
税
条
例
…
所
得
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
等
の
公
布
に
伴
う
改

正
▼�

市
手
数
料
条
例
…
地
籍
調
査
の
成

果
及
び
調
査
記
録
の
写
し
の
交
付
に

関
し
手
数
料
を
追
加
す
る
た
め
改
正

▼�

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
…
…
所

得
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等

の
公
布
に
伴
う
改
正

▼�

市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
…
使

用
料
等
の
徴
収
に
つ
い
て
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
る
納
付
方

法
を
追
加
す
る
た
め
改
正

▼�

市
水
道
事
業
給
水
条
例
…
使
用
料

等
の
徴
収
に
つ
い
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
に
よ
る
納
付
方
法
を
追

加
す
る
た
め
改
正

▼�

市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
及
び
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
…
地
方
公

務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

及
び
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児

又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福

祉
に
関
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う

改
正

▼�

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
…

人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず

る
こ
と
に
伴
う
改
正

【
計
画
の
策
定
】

▼�

市
第
6
次
総
合
計
画
基
本
構
想
及

び
前
期
基
本
計
画
…
市
第
6
次
総

合
計
画
基
本
構
想
及
び
前
期
基
本

計
画
を
定
め
る
た
め

【
指
定
管
理
者
の
指
定
】

▼�

市
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
…

（
公
社
）市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成
32
年

３
月
31
日
）

▼�

市
水
府
竜
神
観
光
施
設
、
水
府
ふ

る
さ
と
セ
ン
タ
ー
、
水
府
竜
神
ふ

る
さ
と
村
、
水
府
観
光
物
産
館
、

及
び
水
府
竜
の
里
公
園
…
㈱
水
府

振
興
公
社
（
平
成
29
年
４
月
１
日
～

平
成
32
年
３
月
31
日
）

【
平
成
28
年
度
補
正
予
算
】

▼�

一
般
会
計
（
第
4
号
）
…

施
設
型
給
付
費
負
担
金
な
ど

8
億
３
６
８
0
万
円
を
追
加

▼�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
２

号
）
…
3
億
１
５
３
０
万
8
千
円

を
追
加

▼�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第

２
号
）
…
５
５
９
万
4
千
円
を
減

額
▼�

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
２
号
）
…
30
万
2
千
円
を
追
加

▼�

一
般
会
計
（
第
5
号
）
…
地
方
創

生
推
進
交
付
金
な
ど
1
８
４
８
万
円

を
追
加

▼�
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
3

号
）
…
33
万
５
千
円
を
追
加

▼�

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
2
号
）

…
43
万
4
千
円
を
追
加

▼�

下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
2
号
）

…
37
万
2
千
円
を
追
加

▼�

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
3
号
）
…
8
万
2
千
円
を
追
加

▼�

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
2

号
）
…
26
万
4
千
円
を
追
加

平
成
28
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会
は
、
昨
年
12
月
2
日
か
ら
15
日

ま
で
開
催
。
議
案
21
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と

な
り
、
市
や
市
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
関
係
機
関
と
の
パ
イ
プ

役
と
な
っ
て
、
地
域
の
福
祉
増

進
を
図
り
ま
す
。
お
住
ま
い
の

担
当
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
連
絡
先
は
各
地
区
の
担

当
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

つ
い
て

◇
身
分
は
？

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
る
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で

す
。
地
域
福
祉
を
担
う
「
行
政

委
嘱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
す
。

◇ 

ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
る
の
？

　

町
会
・
自
治
会
の
推
薦
に

よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。

◇ 

仕
事
の
内
容
は
？

　

地
域
住
民
に
最
も
身
近
な
立

場
で
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
く
、
地
域
の
見
守
り
や

福
祉
に
関
す
る
相
談
支
援
活
動
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◇ 

相
談
の
内
容
は
守
ら
れ
る
の
？

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守

秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
秘
密

情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◇
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

報
酬
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
活
動
に
必
要
な
電
話
代
や

交
通
費
な
ど
の
必
要
経
費
に
充
て

る
「
実
費
弁
償
」
が
あ
り
ま
す
。

 

◇
任
期

　

任
期
は
３
年
で
、
３
年
ご
と
の

12
月
１
日
に
一
斉
改
選
が
行
わ
れ

ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

昨年 12 月 1 日、生涯学習センターにおいて
民生委員児童委員厚生労働大臣および茨城県
知事感謝状・委嘱状伝達式が行われました。
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Information
機
初
地
区

幡
町�����

北
生
田
目　

恭
子

幡
町�����

南

大
津　

義
美

四
季
の
丘
は

た
そ
め�����

北

大
塚　

則
子

四
季
の
丘
は

た
そ
め����

南
永
山　

恵
美
子

三
才
町

石
川　

亨

西
宮
町

宮
原　

輝
夫

田
渡
・
長

谷
町

欠　

員

高
貫
町

橘　

�

正
成

幸
久
地
区

上
河
合
町

森
山　

美
惠
子

下
河
合
町

山
田　

英
子

藤
田
町

萩
谷　

陽
一

粟
原
町

宇
野　

文
治

島
町

武
石　

憲
一

誉
田
地
区

馬
場
町
真
渕

助
川　

聡
子

馬
場
町
上

和
田　

英
二
郎

馬
場
町
下

小
貫　

典
子

新
宿
町
上

　

澤　

貢

新
宿
町
下

圷　

和
弘

増
井
町

佐
藤　

輝
夫

下
大
門
町

榊　

光
秋

上
大
門
町

助
川　

忠
泰

瑞
竜
町
一

中
村　

惠
子

瑞
竜
町
二

大
和
田　

正
男

佐
都
地
区

里
野
宮
町

羽
生　

雄
二

白
羽
町

猪
瀬　

ふ
じ
子

茅
根
町

増
子　

光
昭

常
福
地
町

武
藤　

紀
子

春
友
町

武
藤　

フ
キ
子

河
内
地
区

町
屋
町����

南

小
山　

廣

町
屋
町����

北

福
地　

利
行

西
河
内
下
町

村
瀬　

静
枝

西
河
内
中
町

菊
池　

恭
廣

西
河
内
上
町

深
澤　

菊
一

久
米
地
区

久
米
町

石
井　

智
恵
子

薬
谷
町

圷　
　

智
子

大
里
町
1

後
藤　

美
知
子

大
里
町
2

石
井　

滿
喜
子

大
平
・
玉
造
町

小
澤　

清
次

芦
間
町

茅
根　

克
輔

郡
戸
地
区

花
房
町

根
本　

雄
一

新
地
町

仲
村　

里
子

松
栄
町

島
根　

玲
子

中
野
町

綿
引　

俊
子

小
島
町

大
内　

弘
子

金
砂
地
区

上
利
員
町

富
田　

雅
弘

下
宮
河
内
町

1
～
5
区

菊
池　

清
子

下
宮
河
内
町

6
～
10
区

関　

朋
子

赤
土
町
1
～

5
区

名
田
部　

久

赤
土
町
6
～

11
区

関　

公
樹

上
宮
河
内

町
東
組

菊
池　

伸
子

上
宮
河
内

町
西
組

川
上　
　

子

山
田
地
区

東
連
地
町

小
林　

や
す

和
田
町

菊
池　

良
子

松
平
町

山
本　

一
之

棚
谷
町

平
山　

義
光

国
安
町

後
藤　

弘
一
郎

染
和
田
地
区

和
久
町

和
田　

友
子

町
田
町

川
上　

須
美
江

西
染
町

石
川　

廣
枝

中
染
町
中
南
　

澤　

久
美
子

中
染
町
中
東

吉
澤　

美
弥
子

天
下
野
地
区

天
下
野
町
1
区

菊
池　

光
子

天
下
野
町
2
区

吉
田　

重
文

天
下
野
町
3
区

小
林　

隆
男

天
下
野
町
4
区

中
言　

浩

天
下
野
町
5
区

木
下　

た
い
子

天
下
野
町
6
区

長
嶋　

正
明

小
里
地
区

里
川
町

大
森　

君
代

徳
田
町
長

戸
・
納
丸･

山
口
1
・
2

菊
地　

重
子

徳
田
町
宿･

宿
東
・
中
井
塚

酒
井　

秀
寿

小
妻
町
宿

下
・
塩
の

草
・
日
光
内

髙
倉　

好
文

小
妻
町
宿
上・

行
石
・
笠
石

石
井　

香

小
中
町
宿
・

更
栄
・
笹
原

大
津　

俊
彦

小
中
町
生
田
・

大
石
・
粕
塚
・

み
ど
り
団
地

高
星　

隆
夫

大
中
町
野
中
・

泉
沢・入
の
内・

過
台
・
根
岸
・

白
幡
台

野
口　

謙
治

大
中
町
宿
・

宿
西
団
地

生
熊　

美
智
子

賀
美
地
区

折
橋
町
横
川
・

湯
平
・
天
竜
院

鈴
木　

一

折
橋
町
宿
・

清
水

石
井　

さ
ち
子

小
菅
町
福
泉
・

福
平
・
上
原

上
・

昭
和
・

う

ぐ
い
す
団
地

藤
田　

洋
子

小
菅
町
上
原

下
・
小
菅
・

篠
手
・
陣
場
・

守
金

石
川　

洋
子

大
菅
町
、
上

深
荻
町
河
原

野
・
下
幡

興
野　

兼
知

上
深
荻
町
細

田
・
坂
の
上
・

中
の
町
団
地

豊
田　

信
彦

西
小
沢
地
区

岡
田
町

小
田
部
ヨ
シ
子

小
沢
町

福
田　

眞
理
子

内
田･

沢
目
町

宮
本　

章

佐
竹
地
区

磯
部
町

中
村　

光
子

谷
河
原
町

篠
原　

ゆ
み
子

天
神
林
町

野
内　

す
み
江

佐
竹
南
台�

西

後
藤　

玲
子

佐
竹
南
台

東

高
木　

喜
和

稲
木
町

舘　

仁
之

太
田
地
区

宮
本
町

片
岡　

千
穂
乃

内
堀
町

芝
沼　

秀
夫

中
城
町

大
貫　

直
子

栄
町

山
本　

多
惠
子

塙
町

冨
岡　

君
子

金
井
町����

東
高
野　

ひ
ろ
子

金
井
町����

西

長
山　

公
仁

東
一
・
二
・

三
町

大
須
賀　

克
已

木
崎
一
町

田
中　

久
里
子

木
崎
二
町

鈴
木　

實

山
下
町�����

北

小
森　

弘
子

山
下
町�����

南
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まちの話題
子子育メッセ

11 月 5日、里美かかしまつりを開催中の里美ふれあ
い館ふれあい広場で、おおた
の太鼓まつりが開催されまし
た。市太鼓連盟に加盟する市
内の 7団体が出演し、たくさ
んのお客さんでにぎわう会場
に勇壮な太鼓の音色が響き渡
りました。団体ごとに曲も演出
もさまざま。子どもから大人ま
で幅広い演者がステージ上で見
事なばちさばきを披露し、観客
を魅了していました。

市太鼓連盟演奏会おおたの太鼓まつり

壮な太鼓の音色が響く勇
11 月 19 日、子子育メッセがパルティホールや生涯
学習センターなどで行われ、駐車場が満車になるほど
盛況でした。お仕事体験コーナーのひとつ、新聞記者
になろう！では、茨城新聞の記者の方から取材方法や
記事の書き方を教わる貴重な体験ができました。自分
で作った「じょうづるさん新聞」を印刷してもらった
参加者達は満足な様子でし
た。またスタンプラリーで
は、会場内のコーナーを回っ
た数だけ抽選器を回すこと
ができ、多くの行列ができ
ていました。

育て支援が一堂に子

気分は新聞記者

老人クラブで交通安全セミナー

通安全を認識交
11月26日、総合福祉会館にて子育てセミナー「子育
てトークカフェ」と男女共同参画セミナー「パパ＆じぃじ
のイクメン☆クッキング」が開催されました。子育てトー
クカフェでは、オリジナルアロマジェルを作り、リラック
スした雰囲気になった後、情報共有や意見交換を行いま
した。「パパ＆じぃじのイクメ
ン☆クッキング」ではスープ
カレーなどを和気あいあいと
調理しました。参加者からは、
「家でもやってみたい」など
の声が聞けました。

子育てトークカフェ・イクメン☆クッキング

パもママも子育て上手パ

11 月 19 日・20 日、第 13 回全国歴史の道会議茨城
県大会が開催されました。初日は県民文化センターで
行われ、山田小の児童が二孝女の辿った歴史の道を紹
介しました。2日目は歴史の道ウォーキングが行われ、
瑞龍山水戸徳川家墓所から西山荘までの棚倉街道を歩
きました。参加者は、歴史に触れながら西山荘の素晴
らしい紅葉など楽しんでいました。

全国歴史の道会議茨城県大会

史の道をたどる歴 行灯の赤レンガと銀杏まつり

わらかい光が地域を照らすや
11 月 12 日・13 日、国登録有形文化財「旧町屋変電所」
で行灯の赤レンガと銀杏まつりが開催されました。こ
のイベントは、地元の「河内の文化遺産を守る会」が
主催しているもので、今年で 13 回目。大勢のお客さ
んで賑わった会場には、機初小児童などが作った行灯
の明かりが灯りやわらかい景色を演出していました。

ゆっくりと S字を進みますお父さん上手だね

瑞龍山からスタートした 今年の文字は「優」でした

my town news 

迫力ある演奏

11 月 7 日、那珂安全自動車学校で交通安全セミナー
が開催されました。参加したのは、市老人クラブ連合
会女性委員会の 40 人。運転の適性検査を行ったほか、
実際に車を運転してコースを走るなどし、安全確認や
高齢者特有の運転の注意点などを確認していました。

みとちゃんたちとお出迎え やわらかいライトアップ

見事なばちさばき

太田警察署交通課長の講話

【P15 の答えは×　桜並木は徳川斉昭の時代】

※日付はすべて平成 28 年
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まちの話題 my town news 

ゴルゴ松本氏講演会

の授業命
12 月 2 日、生涯学習センターにおいて人権啓発事
業などの一環として、全国中学生人権作文コンテス
ト入賞者の人権作文の発表やゴルゴ松本氏講演の「命

の授業」が行われました。松
本氏は、漢字の成り立ちから
言葉が持つ意味を分かりやす
く伝え、「過去の反省で未来
が変わる。変化進化が進歩に
変わる。未来のために毎日準
備する」などと成長に必要な
言葉を会場に投げかけました。

ゴルゴ松本氏

秋の星空観察会

をみて環境を考える星
12 月 3 日、郷土資料館梅津会館で講演会「雪村　
謎の生涯を追う」が開催されました。講師に県郷土文
化研究会会長の冨山章一氏を迎え、郷土の水墨画家
「雪村」の生誕から画聖に至るまでの謎に迫りました。
佐竹一門の出自で正宗寺で
修行していたとされること
など、興味深い講演でした。
雪村の作品は、国重要文化
財に 9点もの作品が指定さ
れています。

雪村の生涯を追う講演会

村の謎に迫る雪

12月 1日、道の駅ひたちおおたで年末の交通事故防
止県民運動市街頭キャンペーンが行われ、約100人が
参加しました。キャンペーンでは、一日警察署長として、
西小沢小６年の梶山さんと井上さんが任命され、交通
安全宣言として「正しい交通マナーの実行や自転車の
正しい乗り方に努めます」などと述べました。アトラ
クションとして、はすみ保育園児によるZUMBA体操と
和太鼓演奏があり、道の駅の来客者を和ませていました。

年末の交通事故防止県民運動市街頭キャンペーン

通マナーを正しく交 瑞桜カフェ＆ギャラリー

も温まるおもてなし心
11 月 28 日、特別支援学校高等部で瑞桜カフェ＆ギャ
ラリーが行われ、生徒達が写真ギャラリーに訪れたお
客さんをコーヒーや紅茶でもてなしました。元ホテル
マンの講師からサービスについて学んだ生徒達は、立
ち姿から注文の受け方、お辞儀にいたるまですべてが
奇麗でした。参
加した生徒は、
「お客さんがあり
がとうと言って
くれるのが嬉し
いです」と笑顔
で話してくれま
した。

分かりやすい講演だった

一日警察署長が敬礼 心を込めてコーヒーを入れる

11月 26日、プラトーさとみで市民環境会議主催によ
る秋の星空観察会が開催され、約50人が参加しました。
当日は雲に遮られ、星を観察することはできませんでし
たが、参加者は観測ドームに設置さ
れた天体望遠鏡に触れたり、常陸太
田天文同好会の方から星座について
レーザーやプロジェクターを使った
詳しい説明を受けていました。プラ
トーさとみは標高780ｍにあり、空
気が澄んでいますので、晴れていれ
ば肉眼でも満天の星空を望むことが
できます。

気分は天文学者

はつらつと踊る

11 月 23 日、中野町で中野歩く会が行われました。
歩いたコースは、広報ひたちおおたに連載中のてくて
くウォークで紹介されたコースで、地域の方の手によ
り整備された中野富士山古墳や薬師堂など歴史に触れ
ながら楽しく地域を散策しました。参加した方は、「こ
の地域に何十年も住んでいるけれど、初めて通った道
がありました」と驚いていました。

中野歩く会

くてくウォークハイキングて

古墳の上で説明を聞く 古墳の整備も進む
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鹿島神社①

春日神社④

来迎寺②

お不動尊

鹿島神社

③

直牒洞の石仏⑥
香仙寺のシイ⑤

竜神宮⑦

やどり木

香仙寺

香仙寺正門

親水公園

横穴群

お寺の看板

至　新地町

至　郡戸小学校

辻札

スタート・ゴール
松栄営農研修センター

62

正門付近は急こう配なので
気を付けて！

今回は、松栄営農研修センターに車を止めて鹿島神社や香仙寺など見どころが多い松栄町の散策に出発します。
松栄町には昔、久慈川の渡船場があり、城米や薪などの運搬も行っていました。寛延 3（1750）年当時の渡船利用
料金は歩行者３文、馬が５文だったそうです（当時そば 1 杯が 16 文）。また、香仙寺にはさまざまな民話が残さ
れていて、直

じきてつどう

牒洞という大きな岩穴は、信濃の善光寺とつながっていると伝えられ、奥の壁には阿弥陀三尊仏が彫
られています。他にも、三日月上人と呼ばれた了

りょうよしょうにん

誉上人が佐竹の兵乱をのがれ、10 年ほど洞にこもり、たくさん
の本を書いたと言われています。新年号にふさわしいおめでたい名前をもつ松栄町をぜひ訪れてみてください。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見どころをお伝えしながら、地
元の身近なウォーキングコースを紹介していきます。意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然を巡りながら、皆さんも歩いてみませんか。

ひたちおおた

て　て　ウォークく　���く 68
☎72-3201）72（☎ 01

  
文化課エコミュージアム推進室（☎72-3201）

距離：約4.5km 所要時間：2時間松栄町ハイキングコース松栄町ハイキングコース 距離：約4.5km 所要時間：2時間

春日神社

東日本大震災で本殿が被災
したが地元の方の手で翌年
再建された

④

鹿島神社

総本社は、鹿嶋市の鹿島神宮。鹿
島神宮から勧請して創建され、武
甕槌神を祭っている

①�
来迎寺

香仙寺の元寺。紅葉も美しい

②

正面の壁に県指定文
化財である阿弥陀
三尊仏が彫られてい
る。了誉上人がこの
洞に 10 年間こもり、
本を書いたと伝えら
れる

直
じきてつどう

牒洞の石仏⑥

久慈川の水害が多かったため、
水の神を祭ったと思われる

竜神宮⑦

まだら石でできた
子安観音像がある

お不動尊③

香仙寺のシイ

推定樹齢 640 年で県指定天然記念物。
了誉上人が洞にこもった際、このシイの
木の実を食べたと伝えられる

⑤

辻札

やどり木

※�城米…飢饉などに備え
て、城中に貯蔵した米
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「日乃出鶴」や「亀乃寿」などのお酒を造っています。
以前はシステムエンジニアとして働いていましたが、
1年前に 12 代目として跡を継ぎました。以前の仕事
はホームページやチラシ作りなどに活かしています。
最近では、インターネットでの注文も増えてきました。
より多くの方に知ってもらうために、市内外のイ
ベント等に参加しています。イベントを通して、お
客さんと話をしたり、新たな繋がりができることが
楽しいです。
今後は、より多くの飲み屋さんにも商品を置いて

もらい、広めていきたいです。また、来年に創業
200 周年を迎えるので、その節目に商品のデザイン
を変えるなど新しい何かを打ち出したいと考えてい
ます。
酒造りにおいては知らないことの連続ですが、試
飲会などでおいしいと直接言ってもらえた時はとて
も嬉しいです。さらに技術を磨いて、常陸太田のお
いしい米と水を生かした、いいお酒を造っていきた
いです。

多くの方に好きになってもらうために

㈾井坂酒造店
所在　小中町 187
従業員　7 人
電話番号　82‐2006
創業　文政元年（1818 年）

No.22平成 29 年 1月号スポ
ーツ
に親
しむ

団体
等を
紹介 オオタスポーツオオタスポーツ

※随時団員を募集中です。まずは体験から ! お気軽にお問い合わせください。

　基本を大事にして、努力を惜しまず自分を信じ、「継続は力
なり」をモットーに指導しています。真剣に取り組み、硬いボー
ルを遠くに飛ばせるようになることが硬式野球の魅力の一つ
です。子ども達の力で試合に勝利した時の喜ぶ姿や、ご家族
の笑顔を見られた時はとても嬉しくなります。随時、幼稚園
年中さんから募集をしていますので、興味がある方はぜひ親
子で野球を楽しみましょう。

Team Data

☆�団員数　小学生　男女 58人
☆設立年　昭和 52年
☆練習日時　土・日・祝日
　　　　　　9：00～ 16：00
☆練習場所　山吹運動公園広場少年野球場等
☆�問い合わせ　代表��鈴木雅博
　☎ 0294-72-0502

常陸太田リトルリーグ（硬式野球）

+プラス
グッジョブグッジョブ
常陸太田で働く若者
　　　　　・起業家等を紹介

vol.10
 問商工振興・企業誘致課（内線 622）�問商工振興・企業誘致課（内線 622）

井 坂 統 幸 さん（小中町）



今月は「世矢幼稚園」で～す

この広報紙は再生紙を使用しています

1 月で１歳です！元気
に

すく
すく

幼稚園最後の発表会
みんなで力を合わせて、
がんばりました。
たくさん拍手をもらって、
うれしかったなぁ♪

お子さんの満１歳の記念に写真を掲載してみませんか。掲載希望の方は、下記の申込
フォームからお申し込みください。写真を添えて窓口または郵送でお申し込みいただく
ことも可能です。

表紙に
よせて

舞鶴橋からの日の出の様子です。空気の澄んだ市内では、身近な所からもきれいな朝日を見ることができます。
毎日違った顔を見せてくれる朝日のように、皆さんにとっての 1 日 1 日が素晴らしいものとなりますように。

◇�対象　市内に住所を有する平成 28 年 3月生まれのお子さん（3月号掲載分）
��◇応募締切　2月 10 日金
�◇�必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名・
電話番号

う ら し ま た ろ う

年長さん（ひまわり組）

◇�申込フォーム　市のホームページの「市政」→�「広報・広聴」→「はじめての誕生日申し込み」
または携帯電話などのバーコードリーダーで、右のＱＲコードを読み取ってお申し込みください。
◇�その他　応募された写真は返却しませんのでご了承ください。
申��問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690 ／内線 303・304）　

発行　常陸太田市／編集　情報政策課
〒 313-8611　常陸太田市金井町 3690
＊広報ひたちおおたは、市のホームページでもご覧になれます　URL  http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/

鷹箸想
そうま

真くん
1 月 17 日（内堀町）

山田愛
え ま

眞くん
1 月 15 日（宮本町）

菅野蓮
れ お

大くん
1月19日（西宮町）

猿田蓮
れん

くん
1 月 13 日（宮本町）

小田部由
ゆ い

依ちゃん
1月19日（大中町）

おめでとう！
はじめての誕生日

相澤花
かりん

凛ちゃん
1 月 31 日（山下町）

渡辺鈴
りんな

菜ちゃん
1 月 10 日（幡町）


